
［成果情報名］ＤＮＡマーカーによるナバナの根こぶ病抵抗性系統の選抜

［要約］ナバナ（Brassica napus L.）の根こぶ病抵抗性には複数の遺伝子が関与してい

る。ＲＡＰＤおよびＳＳＲマーカーにより作成されたナバナの連鎖地図を用いてＱＴＬ解

析を行うと、抵抗性に関与する領域が推定される。そこに位置するＤＮＡマーカーを利用

することで、抵抗性系統の選抜を効率化できる。
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［背景・ねらい］

県内ナバナ産地においては根こぶ病が多発し、経済的な打撃を受けているため抵抗性品

種の育成が望まれている。しかし、交雑育種においては多数の個体数を取り扱うのに労力

を要する上に､抵抗性系統の選抜には病害検定の再現性確保が重要である。そこで、労力

軽減と選抜精度の向上が期待できるＤＮＡマーカーを探索し､これを利用した育種選抜技

術を開発する。

［成果の内容・特徴］

． 、 。１ ナバナを根こぶ病抵抗性カブ品種ルタバガの抵抗性形質と交雑し 抵抗性雑種を得た

この雑種にナバナを戻し交配した後代における発病率は連続的な分布を示し、根こぶ

病抵抗性には複数の遺伝子が関与している。

２．ＲＡＰＤおよびＳＳＲマーカーにより作成されたナバナの連鎖地図は合計89個を位置

づけた８連鎖群から構成される。このうちの１つの連鎖群の領域内に根こぶ病抵抗性

に強く連鎖するＤＮＡマーカー（ＯＰＨ06）を推定できる（図１ 。）

３．このＤＮＡマーカーを用いてＰＣＲを行うと､根こぶ病に感受性の個体では特異的な

領域の増幅がみられないのに対し､抵抗性の個体においては増幅される割合が高い。し

たがって､これを選抜に利用することで感受性個体を淘汰し、抵抗性個体の割合を高め

ることができる（図２ 。）

［成果の活用面・留意点］

１．本研究は、根こぶ病抵抗性カブの品種ルタバガを育種素材として用いた抵抗性育種の

選抜に利用できる。

２．複数のマーカーをさらに探索し、組み合わせることで、選抜の精度をさらに向上させ

ることが可能である。

３．現在進めているこのＲＡＰＤマーカーの共優性マーカー化によって、より明瞭で正確

な育種技術として利用することができる。




